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お詫びと訂正

105ページ 右段24行目：

　2020年7月31日に発行いたしました本誌「Vol.70, No.1特集：エネルギー・環境」におきまして，記載に誤り
がございましたので以下のように訂正いたします。
　ご愛読いただいている皆さま，ならびに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。

誤： 

正： 

り5）， 爆破ごとに累積残留塑性ひずみが増加するいわゆ

り4）， 爆破ごとに累積残留塑性ひずみが増加するいわゆ

107ページ 右段7行目：

誤： 

正： 

5） Joseph K. Asahina et al. “ASME” Proceedings of PVP2011-57843, p.135-139.
4） API 579-1/ASME FFS-1 2007 Fitness-For Service.

4） Joseph K. Asahina et al. “ASME” Proceedings of PVP2011-57843, p.135-139.

46ページ 右段下：
　『戸島正剛』

誤： 機械事業部門　開発センター　技術開発部

正： 技術開発本部　機械研究所

　『久保洋平』

誤： 機械事業部門　開発センター　技術開発部

正： 技術開発本部　機械研究所
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お詫びと訂正

9ページ 右段 図9：

　2020年12月21日に発行いたしました本誌「Vol.70, No.2特集：素形材」におきまして，記載に誤りがございま
したので以下のように訂正いたします。
　ご愛読いただいている皆さま，ならびに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。

誤： 

正： 

図9　160℃×5hで予備時効し，DSCのピーク2で焼入れした試料のTEM写真
　　　（析出物の個数密度：5.2×1022個/m3，析出物サイズ：6.7 nm）
Fig.9 TEM image of specimen pre-aged at 160℃×5 h and quenched at temperature of DSC peak 2
　　　(Number density of precipitates: 5.2×1022/m3, size of precipitates: 6.7 nm)

図9　160℃×5hで予備時効し，DSCのピーク1で焼入れした試料のTEM写真
　　　（析出物の個数密度：5.2×1022個/m3，析出物サイズ：6.7 nm）
Fig.9 TEM image of specimen pre-aged at 160℃×5 h and quenched at temperature of DSC peak 1
　　　(Number density of precipitates: 5.2×1022/m3, size of precipitates: 6.7 nm)

49ページ 右段3行目：

誤： 

正： 

SN＝Sa0±d ±A
F

1
2 ………………………………（2）

SN＝Sa0＋d ±A
F

1
2 ………………………………（2）

50ページ 左段18行目：

誤： 

正： 

＝478.8（MPa）

SN＝Sa0±d ±A
F

1
2 ＝460＋25× － 1

2
5
4

＝478.8（MPa）

SN＝Sa0＋d ±A
F

1
2 ＝460＋25× － 1

2
5
4
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編集後記
＜特集：社会の多様なニーズを支える
機能性材料とそのソリューション＞
＊これまでに経験したことのない異常気
象は，私たちのくらしを脅かし，人々が
地球温暖化の影響を強く感じる契機にな
りました。カーボンニュートラル（CN）
という発想が広く浸透し，各国がこぞっ
て実現目標を設定するようになり，多く
の企業がこれに賛同し，目標達成に向け
た努力を始めています。環境問題は全世
界的な課題であり，付帯する多くの課題
を置き去りには推進できないとの考えか
ら，SDGsという包括的な取り組みも必
要になりました。多くの課題を同時に解
決する必要があり，そのためにはデジタ
ル技術の活用が重要となり，デジタルト
ランスフォーメンション（DX）という
スローガンが声高に叫ばれています。
＊今回の特集号では，高い目標を掲げつ
つ，激変する社会に対応されるお客様の
多様なニーズにお応えできる当社の技
術・製品の一部を，機能性材料とソリュ
ーションという切り口でご紹介していま
す。
＊まず，CNの要となる電動化を支える
技術の観点から磁性材料に焦点を当てて
います。軟磁性材料を例に，モータアプ
リケーションに使用した際の課題など，
お客様が直面するであろう課題を装置・

材料の試作を通して解析し，材料組成な
どのミクロの観点からも議論していま
す。
＊電動化を支える技術として銅合金材料
の解説，EV分野では電池の組成・性能・
安全性など，様々な解析手段を使って評
価・「見える化」する技術を紹介してい
ます。電池分野に関しては，産業応用が
期待される燃料電池のセパレータ材料と
いう多機能キーパーツについても詳しく
解説しています。
＊DXの土台となる半導体技術分野で
は，その材料開発のみならず，最適な性
能を引き出すプロセスの開発，製造装置
に関する技術，さらに，でき上がった半
導体の組成分析などを解析する技術につ
いて解説しています。
＊超伝導分野でも，CERNの次世代次世
代円形衝突型加速器（FCC）の目標に
迫る成果が得られたため，その特性とア
プローチについて解説しています。
＊本特集号では，当社グループの機能材
料を切り口に，様々な材料・ソリューシ
ョンについて紹介しました。お客様にと
って重要となるニーズも多様化している
ことを踏まえ，これらに必要とされる技
術・価値を提供してゆくために，今後も
技術開発の努力を続けてまいります。

（山下俊郎）

次号予告
＜特集：溶接・接合＞
＊溶接事業部門では，多くの技術的要素
を最適化し，産業や地域ニーズに対応し
て差別化した「溶接・接合」を提供する
ための溶接ソリューション開発に注力し
ています。今回の特集では，脱炭素化へ
の対応として急速に高まる顧客ニーズに
即した「カーボンニュートラル分野での
ソリューション技術」を中心に，DX事
例として「自動化・ロボット化」，「画像
検知・センサー」等に関してもいくつか
紹介します。さらに，市場からの要求が
強い「高能率化」や「脱技能化」に関し
ては，溶接ロボット機能の開発に加え，
溶接箇所に応じたプロセス・施工の開発
や，最適な溶接ワイヤを組み合わせた

「現場溶接の自動化」に関しても掲載す
る予定です。
＊溶接材料としては，CCS（CO2回収・
貯留）に適した「熱処理仕様高強度鋼用
フラックス入りワイヤ」，極低温タンク
向け「γ系ステンレス鋼／Ni基合金溶接
材料」，電着塗装性に優れた自動車向け

「低スラグソリッドワイヤ」，高効率火力

発電ボイラ向け「P93鋼用溶接材料」の
開発成果を掲載する予定です。
＊溶接プロセスとしては，深溶け込みと
低スパッタ化を両立させる「新たな短絡
フリー送給制御プロセス」，極厚板の高能
率立向き上進溶接法である「SESLATM」，
優れた溶接性と広範な板厚範囲で適用可
能な「片面サブマージアーク溶接」を掲
載する予定です。
＊溶接ロボットシステムにおいては，建
設機械などへの適用が期待される「ワー
ク認証システム」，鉄骨分野では新型電
源とロボットおよび専用ソリッドワイヤ
を組み合わせた「鉄骨溶接ロボットシス
テム」，小型可搬型溶接ロボットと最適
な溶接ワイヤによりLNG燃料タンク溶
接工程の自動化を実現した「KI700×Ni
基フラックス入りワイヤ」について掲載
する予定です。
＊これらの製品・技術を通じて，当社の
溶接ソリューションへの取組をご理解い
ただけることを期待しております。

（渡邉博久）
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